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6月28日から7月8日にかけて、西日本を中心に全国の広い範囲に被害をもたらし
た集中豪雨災害。私たちは16日から岡山県倉敷市真備町に入り、多くのご縁に恵
まれ、真備町内に「岡山災害サἯὊトカὊステὊシἹὅ」を立ち上げ、被災された個
人の方や、団体、被災地支援を行うために駆け付けた支援団体などに車の無料
貸出し支援を行いました。ご協力いただいた多くの皆さまに支えられながら、12月25
日をもちまして、「岡山災害サἯὊトカὊステὊシἹὅ」での無料貸出しを終えました。
活動を支えていただいた皆さまに、心からの感謝とともに、支援での活動をご報告い
たします。

石巻発、寄付車でつくる
やさしい未来

経 過

活動エἼアὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉ岡山県倉敷市真備町
愛媛県西予市野村地区

延べ貸出し件数ὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉ629件
今回の支援で活用した車両数ὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉ98台
今回の支援活動のために新たに提供いただいた車両の数ὉὉὉ 87台
延べ参加ἮἻὅティア人数ὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉ 156名

小田川、高場川の決壊により、真備町の1/4の面積が浸水被害を受ける。

7月 8日 車集めを開始。

12日 宮城県内の個人の方より、1台目となる車の提供をいただく。

オὊトἢックスセἨὅの協力により積載車で6台の車が石巻を出発。

16日 日本カὊシェアἼὅグ協会 真備町入り。

18日 12日に石巻を出発した車がオὊトἢックス倉敷店に届く現地での貸出しを開始。

19日 岡山県Ὁ倉敷市Ὁ岡山県軽自動車協会Ὁ日本自動車販売協会連合会岡山県支部の協力により、

活動拠点、車提供の呼びかけなど連携がはじまる。

21日 エὊἴὅ工業の呼びかけによって、兵庫県内で7台の車が集まり真備へ届く。(最終的に21台提供)

22日 避難所でのカὊシェアἼὅグが開始。

25日 当初の目標としていた車集め50台を達成。ί最終的には石巻から運搬した車も含め98台となる。ὸ

27日 「岡山災害サἯὊトカὊステὊシἹὅ」を真備総合公園内にある体育館の一室に設置。

30日 岡山県庁 伊原木隆太知事を表敬訪問。

愛媛県西予市へオὊトἢックスセἨὅの協力により4台の車両が石巻から届く。

8月17日 石巻市と災害時の相互応援協定を締結。

10月1日 支援団体向け軽乗用車の無料貸出しを開始。

4日5日 岡山市平島地区、美作市上山集落の地域の担い手の方々に向けて

コἱἷἝティὉカὊシェアἼὅグの説明を実施。

21日 延べ貸出し件数500件を突破。

30日 中国運輸支局より表彰いただく。

12月11日 美作市で上山集落の方々を対象にコἱἷἝティὉカὊシェアἼὅグ説明会を開催し

既存の地域活動「しちゃろう会」で導入が始まる。

12月13日 岡山市平島地区にて「小鳥の森カὊシェア会」設立。

12月25日 岡山災害サἯὊトカὊステὊシἹὅでの貸出し活動終了。延べ貸出し件数ᾅᾁᾈ件。

報 告



現 場 で の 活 動
ί2018年12月27日発行 日本カὊシェἼὅグ協会ἳὊἽἝἷὊスvol.37よりὸ

たくさんのご支援Ὁご協力の下、12月25日に真備体育館で実施してきた無料貸し出し支援を終了いたしました。 お陰様で98
台の車が集まり、これまで私たちが様々な被災地で 実施してきた貸し出し件数の10倍以上の規模である629件の貸し出しを
行うことができました。 そして、利用いただいた被災者の方々からはたくさんの笑顔とうれいしい言葉をいただきました。

「避難生活を送っていた母親を自宅に連れて帰ることができた」

「小さい子がいるので、通院や買い物などに利用できてとても助かりました」

「車がなければ何もできないのでとても助かりました。仕事ができました」

「車がないと通勤に不便だったので大変助かりました」

「自宅の片づけが大いにはかどった」

今回これだけの支援を行えたのは、 車両や活動のための寄付をお寄せいただいた皆様、 各方面に協力を呼び掛けていた
だいた岡山県、 駐車スἬὊスや貸し出す環境を提供してくださった倉敷市、 車両を提供してくださった皆様、 登録Ὁ整備にご
協力いただいた皆様、 車両の運搬に協力いただいた皆様、 用品を提供いただいた皆様、 現場で精一杯対応してくれたἮ
Ἳὅティアさんやスタッἧ一人一人のお陰であります。
被災地では、被害に遭われた方々はこれから生活再建に向けてまだまだこれからという状況ではあり、 私たちも当初9月ま
で予定していた無料貸し出し期間を 延長し続けてきました。 軽乗用車を長期で貸し出した方々の大半以上の方々は、何ら
かの方法で車を手に入れていただき、 また、私たちが無料で対応できうる期間も限界と判断し、ここで一つの区切りをつけるこ
とにいたしました。 ただ、一部必要な方々や長期的な活動を行う支援団体に対しては、 石巻市で行っている生活困窮者や
支援団体向けに行っている 「ソὊシἵἽὉカὊἼὊス」として長期の有償貸し出しとしてサἯὊトを続けます。

新聞、Ἳジオ、テἾἥ、SNSなど見た方より多くの車提供のご連絡をいただきました。

全国各地から提供いただいた車を現地に届けるため、架け橋ドἻイἢὊ(運搬のἮἻὅティア)の方々にご協力いただきました。
また、活動が終わった車を石巻に戻すためにも多くの方々が倉敷→石巻の1,000キἿを運転してくれました。

「岡山災害サἯὊトカὊステὊシἹὅ」が開設。避難所に貼られているちらし、新聞、ἝἷὊス、Ἳジオや口コἱなどで情報を得た
多くの方が車を借りに訪れました。そして多くのἮἻὅティアの方がこの活動を支えるため、現地スタッἧと一緒になり貸出しや返却
対応、事務作業、名義変更のお手伝いなどを担っていただきました。また自動車販売店様よりἳὅテナὅスでのサἯὊトいただき、
用品ἳὊカὊ様からは車用品でのご支援や運搬協力をいただきました。



Special Tanks
今回の支援活動でお車をご提供いただいた皆さまや、運搬に
ご協力いただいた皆さま、ご協賛いただいた企業様、ご寄付い
ただいた皆さまへ改めてお礼申し上げます。今回の支援は皆さ
まのご協力なくては成しえないものでした。私達の取組に対して
の、お心づくしのご支援に感謝いたします。ありがとうございました。

株式会社カシἲἻ
ἣナソἝックカὊエἾクトἿἝクス株式会社
横浜ゴἲ株式会社
トἦὊ実業株式会社
ἽὊト産業株式会社
三共油化工業株式会社
公益財団法人日本財団
社会福祉法人中央共同募金会
認定特定非営利活動法人日本NPOセὅタὊ
ίἰツダ移動支援団体応援ἩἿグἻἲ2018ὸ

Yahoo!JAPANット募金
社会福祉法人西予市社会福祉協議会

また、豪雨災害で大きな被害を受けた岡山市平島地区で 「コἱἷἝティὉカὊシェアἼὅグ」を導入し、立ち上がった 「小鳥の森
カὊシェア会」の活動を、引き続きサἯὊトし続けていく予定です。 今回の支援を通して、私たちは地元行政と企業と連携すること
で、支援が飛躍的に拡大するということを学びました。 今回成功した連携とその成果について他の地域にも伝え、 備えや連携を
事前に行う「災害時に車で困らない地域づくり」に 向けてこれからしっかり取り組んで行けたらと思っております。

発 展
中国運輸局より今回の災害支援での私たちの取組が評価され、感
謝状をいただきました。この感謝状は私達だけでなく、多くの皆さまの
ご理解とご支援あっての賜物です。本当にありがとうございます。

丸神自動車販売整備有限会社
有限会社さくらゴἽἧ器具製作所
MBἴὊタὊス
オὊトガἾὊジ959
岡山日野自動車株式会社
岡山三菱ふそう自動車販売株式会社
西日本三菱自動車販売株式会社
東中国スズキ自動車株式会社
有限会社根廻製工
有限会社カἶἠ
特定非営利活動法人ἳイクἡッἦὊ
山食堂

日本自動車販売協会連合会岡山県支部

岡山県軽自動車協会
日産サティオ岡山株式会社

岡山日産自動車販売株式会社
車提供の呼びかけにご協力いただき会員
の皆さまが43台の車を提供いただきました。
会員である日産サティオ岡山Ὁ岡山日産
様は車の提供の他、登録、修理ὉἮἻὅ
ティア派遣等もご協力いただきました。

エὊἴὅ工業株式会社
兵庫県内での車提供の呼びかけに協力
いただき21台も車が集まり、運搬にもご協
力いただきました。ἰὅスἼὊサἯὊタὊと
しても応援していただいています。

株式会社オὊトἢックスセἨὅ
石巻から現地へ車を運ぶために積載車
の手配をしていただき、10台の車を西予
市と倉敷市へ届けてくださりました。

倉敷市
活動拠点の提供にご協力いた
だきました。また職員の方々に
支援活動の終了した車を6台、
石巻に運搬いただきました。

カἾὅト自動車株式会社
株式会社ἰエジἰ自動車
株式会社ἭὅダἩἼἴ山崎
岡山トἺタ自動車株式会社
宗教法人浄満寺
株式会社大原自動車工業
東宝電機株式会社
有限会社ἶἰト漢方
岡山ダイἡツ販売株式会社
ちば→とうほくἮἻὅティアἢス
おひさま骨盤接骨院
株式会社ἫイオὊク

Car Plus. One株式会社
スズキ岡山販売株式会社
トἺタカἿὊἻ岡山株式会社
いすゞ自動車中国四国株式会社

株式会社セディナ
株式会社セディナオὊトἼὊス
株式会社神戸ἰツダ
岡山トἺἬット株式会社
ッツトἺタ岡山株式会社
株式会社元気屋

ί敬称略、順不同ὸ

個人で車の提供、運搬協力、ご寄付、
ἮἻὅティアで活動にご参加いただいた
多くの皆さまへ感謝申し上げます。
ありがとうございました。

岡山県
協会への各種協力への呼
びかけをいち早く実施してい
ただきました。



真備からありがとうの声

今後の課題と協力のお願い

石巻発、寄付車でつくる
やさしい未来

䛈986-0813 宮城┴▼巻市㥐前北㏻䜚1丁目5-23 TEL䠖0225-22-1453 FAX䠖0225-24-8601
MAIL䠖info@japan-csa.org HP䠖https://www.japan-csa.org/

∄∙⇟∐∞∝⇛∃∞⇥∞で応援≆

உ々ܭ᫇Сの݃˄です。
クレジットいӧ、உ々
1000όからᢠべます。

2019年1月31日までの期間限定で3,000円以上をご寄付いただい
た方に倉敷市にあるἰスキὅグテὊἩ制作で有名なカἴ井加工
紙で作成したオἼジナἽの「スὊトὅὉἿὊἼ ἰステ」をἩἾゼὅトしま
すὲまた5,000円以上の方はオἼジナἽのὁὅダὊクἿスὺカὅἢッ
チもお付けいたします。お名前、ご住所、電話番号を添えてご寄付
ください。

ゆうちょ銀行か↸

ઠౠ੶ಀ：02220-9
ઠౠಀ：120559

他の金融機関か↸

ゆうちょ銀行 ృ(ニニキュウ)੍ 当ౠ
ઠౠಀ：0120559
ઠౠଝ：一ಹ社੮法人日本カーシェアリングੈ会

クレジットカード
での寄付を希望の
方はこちらから！

今回の支援活動で課題も残りました。 資金調達についてです。 私たちの活動は車を活用する分、それに付随する保険料や
修理代など 車両維持費がかかり、また、車を管理し、現場で適切に対応する 臨時スタッἧが常駐で必要となる等多くの経費
を必要としている支援活動です。 これは活動規模が大きくなればなるほど、比例して大きくなります。 今回、大口の寄付の申し
出をいただき、それを見越した支援内容と体制をもって現地で活動していたのですが、最終的に方針が変わったとあっさりと話が
なくなってしまったことで、ἢἻὅスを崩してしまい 軌道修正がなかなか行えない事態となりました。 結果、今回の支援で、現時
点で約100万円の負債を抱えることとなりました。 私たちのような小さな非営利組織にとって、非常に大きな痛手です。支援の大
きさと質と継続のためには、資金調達に関する体制作りを整える必要があり、私たちはそれに向けてしっかり取り組んでいきたいと
新たに決意した次第であります。 今後も自然災害の現場にいち早く駆けつけ、車で困っている方々の手助けをするには皆さま
のご協力が必要です。ぜひご寄付をお願いいたします。


